
1 業務に対する基本的な考え方・実施方針
本業務の目的を踏まえた上での取り組み、提案等になっているか。 10

2 実施体制
・本業務を実施する上で、効果的な実施体制となっているか。
・犯罪行為発生などの緊急時における対応体制が整っているか。
・警備員との日々の情報共有や連絡がとれる体制となっているか。

20

3 警備員の配置計画
・警備員の安定的な確保がなされ、適切な配置計画がなされているか。
・欠員が生じた場合などの代替警備員の確保方法があるか。
・女性警備員の登用計画がなされているか。

20

4 研修及び指導体制

・警備員業務のマニュアルの整備を行う予定としているか。
・新たに警備員として従事する方の新任研修やフォローアップを行う体制となっていか。
・巡回警備業務能力向上のための研修は効果的な実施体制となっているか。また、接遇研修な
どの警備員の資質向上につながる研修などを実施をしているか。
・計画的な巡察による指導は行う予定となっているか。

20

5 新たな提案 ・仕様書に記載する事項以外に、犯罪行為抑止に寄与することや効率的な巡回警備に関するこ
となどの新たな提案があるか。

10

6 提案金額（年額・税込） 見積額が提案内容に見合った効果的かつ適正な経費となっているか。
　※予算上限額を超えた場合は、失格とする。

10

7 実績
・本業務と同種又は類似業務の受注実績はあるか。
　※同種又は類似業務とは、警備業法第2条第1項第1号警備または第4号警備に該当するもの
とする。

5

8 地場企業の有無 ・地場企業（福岡市内に本店を有していること）であるか。 5
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